


























































　The	mountain	road	of	Mt.	Fuji,	Fuji	Subaru	Line,	 is	often	heavily	congested	 in	summer.	A	 large	amount	of	air	pollutants	
might	be	emitted	from	automobiles	in	the	traffic	congestions	and	at	acceleration	on	slopes;	however	there	was	no	observation	
































は 2012 年 8 月 5 日から 8月 15 日までの車両規制期






























と風速は、7月 30 日 7：00 から 8 月 2 日 14：00 と
9 月 4 日 20：00 から 9 月 6 日 15：00 にかけて、電
力の不足によりデータ欠損が生じた。気温と湿度は
8 月 9 日 15：00 から 8 月 11 日 2：00 と 8 月 16 日
16：00 から 8 月 25 日 5：00 にかけて、観測器具の
不具合によりデータ欠損が生じた。
二酸化炭素（CO2）	の富士山山岳道路沿道におけ
る車両規制期間内（2012 年 8 月 5 日〜 15 日）と車











における CO2 濃度の 1 時間最大値および平均値を












のデータを使用した。規制期間内（2012 年 8 月 5
日〜 8 月 15 日）と規制期間外（2012 年 8 月 28 日






	 時間分解能は 30 分。斜線は車両規制期間を示す。
図 4. 富士山山岳道路富士スバルラインにおける CO2
濃度の観測結果。
	 （上）2012 年 8 月 5 日から 8月 15 日の車両規制期間。
	 （下）2012 年 8月 28 日から 9月 7日の車両規制期間外。
表１ 車両規制期間外および車両規制期間内における









（1時間平均） 410 ± 5 408 ± 5
最小値
（1時間平均） 380 ± 5 380 ± 5
平均値 395 ± 5 395 ± 5
28
小二乗法による近似直線の傾きは -0.2 ± 0.1	ppm/





















NOが 3	ppb、NO2 が 5	ppbとピーク値を示し、その
後時間の経過とともに減少した。21時以降の夜間で
は NO、NO2 ともに 1ppb 未満であった。翌日9月7
日7 時よりNO、NO2 濃度は再び上昇し、9 時から11




















炭素（CO2）濃度を2012 年 8月 5日〜 8月15日（車




図 6. 2012 年 9 月 6 日 14：00 から 9 月 7 日 14：00 の
CO2 濃度と NOX 濃度変化の比較。
	 （上）CO2 濃度（下）NOX 濃度 14）。
	 エラーバーは計測誤差を示す。
図 5. 富士山山岳道路での車両台数と CO2 濃度の関係。
	 （上）2012 年 8 月 5 日から 8月 15 日の車両規制期間。












きは -0.2 ± 0.1	ppm/ 台、切片は 400 ± 1	ppm、相
関係数は -0.57（p<0.05）であった。一方車両規制
期間内のデータから得られた近似曲線の傾きは -0.1




る CO2 濃度への影響は観測されなかった。2012 年
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